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講座のご案内 

 

◆0 歳児ママのふれあい広場 
日時 ９月 25 日（木）午前 10 時～ 

場所 南公民館 2 階和室 

内容 親子で遊ぼう！ 

定員 10 組（先着順） 

申込 受付中 電話・メール可 

  ※赤ちゃんの下に敷くバスタオルをご持参ください。 

◆おはなしくまさん 
日時 ９月１３日（土）午後 2 時～ 

会場 南公民館 ２階和室 

内容 絵本の読み聞かせや工作 

※今月は「紙コップで何つくろう」 

◆大人の塗り絵 
日時 １０月３,１０,１7, 24 日（金） 

午後１時４０分～  

場所 南公民館 ３F 集会室 

対象 蕨市在住の概ね 60 歳以上の方 

定員 ２５名（先着順） 

申込 ９月１７日（水）～ 電話・メール可 

◆小学生～高校生の点字入門教室 
日時 ９月１３日（土）午前 10 時～ 

場所 南公民館 2 階団体連絡室 

対象 市内の小学生～高校生 

※事前にお申込みが必要です。 

No.4２6 

◆夏休み子ども将棋教室 
８月５日にプロ棋士である中井広恵先生、植山悦

行先生をお招きし、小学生を対象に将棋教室を開催

しました。 

将棋教室では、まず大盤を使った講義から戦法を

学び、次に学んだ戦法を生かし受講生同士で実戦、最

後は対局中の反省点等を指導いただきました。 

将棋を通じて論理的思考や相手を尊重する心を学

んだ子どもたちは、教室が終わるころには一回り大

きく成長したように感じられました。 

◆いもっ子クラブ移動学習 
８月２２日にいもっ子クラブの移動学習として、

小学生の子どもたちがつくば市の筑波実験植物園と

地質標本館を訪問しました。 

植物園ではボランティアガイドさんに案内をして

もらいながら園内を見学し、植物の多様性や進化に

ついて学習しました。 

地質標本館では、鉱物や化石の展示を通じ、地球の

歴史や地質学の意義について学習しました。 

子どもたちにとって自然科学への理解を促進する

貴重な機会となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しかった くるみまつり(^^♪        くるみ保育園長 
 

7/28(月)保護者会主催のくるみまつりを開催しました。 

子供たちが楽しめるゲームを役員さん達で考え作ってくださいました。 

・ワニワニパニックゲーム/・ペットボトルたおし(ボーリング)/・的あて 

・輪投げ/・景品つりと、どれも子ども達がワクワクドキドキと楽しめる 

物ばかりで、大盛り上がりでした♪ 

思うようにできなかったりすると悔しがったり、ナイスな結果になると 

「よっしゃぁ!!」とガッツポーズの子供たちでした(笑) 

楽しい時間をみんなで、過ごしました。 

 

 

河鍋暁斎記念美術館 2025 年 9 月展覧会 

企画展「旅と暁斎・暁翠」展 

同時開催 特別展「故・山根光雄制作 復刻浮世絵版画展」 
※最新の情報は美術館のホームページでご確認ください。 http://kyosai-museum.jp 
 

会期：2025 年 9 月1 日（月）～10 月25 日（土） 

休館日：毎週火・木曜、毎月 26 日～末日、年末年始 

入館料：一般600 円、高校生・大学生500 円、小・中学生300 円、65 歳以上500 円 

今年は暁斎が信州を旅した年から 160 年、暁斎の弟子で英国人建築家のジョサイア・コンドル（1852

～1920）らと共に日光へ出かけた年から 140 年目にあたることから、第 1・2 展示室では、「旅」をテー

マに、暁斎と娘の暁翠が描いた掛軸、写生図、錦絵、版本などを展示しています。 

第 3 展示室では、浮世絵版画の復刻活動を行って活躍された山根光雄氏（2003 年没）による浮世絵版画

の復刻作品展を開催中です。 

【今月のお勧め作品】 
温泉料亭「いかほ」 暁斎（署名：惺々暁斎／印：如空） 多色摺木版画 団扇絵 

明治時代に東京の鶯 谷
うぐいすだに

にあった「伊香保楼
い か ほ ろ う

」のために暁斎が描いた団扇絵です。ここは群馬の伊香

保温泉の鉱泉を取り寄せて湯に使った温泉料亭でした。2 階に 40 畳ほどの大広間があるという、非常

に大きな料亭だったといいます。暁斎は長い竿の先に「いかほ」の旗をなびかせて描くことで、「伊香保

楼」の高さや大きさを表現しています。 


